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 ４．業績の見通し 
 
 平成 26 年３月期における業績の見通しは以下のとおりです。 

 
（百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

第二半期（累計） 1,000 △70 △100 △110 

通 期 1,360 △110 △170 △190 

（参考） 
平成25年３月期通

期 
6,045 △510 △681 △821 
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